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優しい心が詰まっているお弁当
配食サービス配食サービス

※桂地区

２Pへ

配食は
時間との勝負

みんなー
もうひと頑張りだよ

美味しく
出来ました！

お弁当です
お身体はいかがですか

ありがとうございます
今日も元気ですよ

安全運転で
行ってきます！

今日のメニュー
ホッケの焼き魚・
切干し大根・マカ
ロニサラダ・漬物
※掛け紙は､ つく
し作業所の皆さん
が毎回考えて作っ
ています。

待ってた
ワン！

●福祉有償移送サービス研修会………………２P
●社会福祉協議会決算…………………………３P

●青山花しょうぶ園…………………………５P
●城里町シルバー人材センターからのお知らせ……６P

残り

15分



社会福祉協議会重点目標　安心して暮らせる地域づくり

かざぐるま 第 78号令和６年７月 （2）

　

配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
常
北
地

区
、
桂
地
区
、
七
会
地
区
の
３

地
区
で
行
っ
て
い
ま
す
。
70
歳

以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
及
び
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯

等
が
対
象
で
す
。
今
回
は
桂
地

区
を
取
材
し
ま
し
た
。

　

お
弁
当
は
、
栄
養
士
等
の
指

導
の
も
と
高
齢
者
の
健
康
を
考

え
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

内
容
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
週
木
曜
日
、
利
用
者
に
お

弁
当
を
手
渡
し
し
、
会
話
を
交

わ
す
こ
と
で
安
否
確
認
も
兼
ね

て
い
ま
す
。

　

利
用
者
に
配
食
サ
ー
ビ
ス
の

感
想
を
伺
う
と
「
い
つ
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
木
曜
日

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
達
が

作
っ
て
、
届
け
て
く
れ
る
温
か

い
お
弁
当
が
楽
し
み
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
感
謝
の
言
葉
を
頂
き
ま

し
た
。

　

調
理
担
当
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
は
「
み
ん
な
に
助
け
ら
れ

な
が
ら
料
理
も
覚
え
ら
れ
、
楽

し
い
で
す
。
街
で
『
美
味
し
か
っ

た
よ
』
と
声
を
か
け
ら
れ
る
と

嬉
し
く
、
私
に
と
っ
て
配
食
は

生
き
る
喜
び
で
す
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。
配
達
の
方
は
「
弁
当

を
届
け
に
伺
う
と
、
玄
関
を
開

け
て
待
っ
て
て
く
れ
る
ん
で
す

よ
、
嬉
し
い
で
す
ね
。
必
ず
一

言
、
声
を
掛
け
ま
す
が
、
笑
顔

で
の
会
話
は
楽
し
い
で
す
ね
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
配
食

サ
ー
ビ
ス
に
ご
協
力
い
た
だ
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。

０
２
９
―
２
８
８
―
７
０
１
３

毎週お弁当が届くのを
楽しみに待ってます！

最後に掛け紙を掛けて出来上がり

お
問
合
せ

配
食
サ
ー
ビ
ス

配
食
サ
ー
ビ
ス

信頼は安心と安全から　～福祉有償移送サービス～

　６月７日（金）、福祉有償移送サービスの送迎ドライバー研修会が
開催されました。
　送迎ドライバーとして登録している 11 名の方々は、安全に運転を
するために、福祉車両の取扱方法や運行管理について再確認しました。
　会場では、実際のサービス車両を使って、主に車イスの乗降スロー
プやリフトを操作した乗り入れ手順について確認をしたり、利用者の
方々を送迎する際の気遣いや注意点に、熱心に耳を傾けていました。
　また、安全運転診断車を使った運転適性検査も行われ、認知・判断・

動作など機能のバランスを診断しました。
普段から運転に慣れた参加者の皆さんも、検査では真剣な表情で端末
を操作し、自身の運転傾向について改めて認識され、余裕をもった運
転を心掛けるよう確認されていました。
　研修会が終わり、お話を伺うと皆さん一様に「誰かの役に立ちたい」
「利用者さんの喜ぶ姿がやりがい」など、素敵な笑顔で話されている
のが印象的でした。

　買い物がしたい、病院の送迎をお願いしたい、銀行に行きたいなどの場合はご連絡く
ださい。
  ご利用できる方  

介護区分要支援、要介護認定者または身体障害者手帳をお持ちの方
利用料　○最低料金　町内 400 円　町外 800 円（利用券）
　　　　　利用時間ごとに加算されます（詳細は社協まで）
　　　　○ガソリン代として１キロ 10 円をご負担頂きます
　　　　　※詳細についてはお問合せください。

瞬時の判断と機敏な動作が求め
られます

車イスでの乗降の仕方を学びます

問合せ先　　城里町社会福祉協議会　０２９－２８８－７０１３

通院や外出時の送迎にご利用ください。



社会福祉協議会重点目標　人がつながる地域づくり

かざぐるま 第 78号（3） 令和６年７月

令和５年度　城里町社会福祉協議会決算令和５年度　城里町社会福祉協議会決算
歳入の部歳入の部 歳出の部歳出の部
収入　3億628万8千円 支出　3億628万8千円

128,379千円

93,611千円

7,091千円

39,462千円 補助金・受託金収入

介護保険事業収入

障害者総合支援事業収入

事業収入
2,375千円

会費収入

956千円
寄付金収入
　　161千円

貸付事業収入　　
5,368千円

共同募金事業収入
1,630千円雑収入

14,921千円
経理区分間繰入金収入

12,334千円
繰越金収入

63,274千円
法人運営事業

5,287千円
共同募金事業

39,622千円
地域福祉事業

5,100千円
貸付事業112,463千円

介護保険事業

39,132千円

障害者
総合支援事業

3,500千円
七会保健福祉センター
管理事業

37,910千円
シルバー人材センター事業

◆令和５年度　事業実績報告◆
会務の運営 理事会　　４回開催

評議員会　２回開催
監事会　　１回開催

社協会費 一般会員　4,272世帯　2,115,500円
特別会員　　　60名　　187,000円

共同募金運動 赤い羽根共同募金　　3,773,007円
歳末たすけあい募金　1,661,734円

広報紙の発行
　広報委員会

「かざぐるま　73号・74号・75号・76号」各戸配付
広報紙発行に関わる編集会議　累計16回

社会福祉大会 善意銀行寄付者、福祉功労者の表彰、受賞者45名（団体含む）
地域ケア推進事業　キーパーソン会議
　　　　　　　　　クイック調整会議

事例検討、意見交換　　　　　計　９回
＜在宅ケアチーム　38チーム＞　　９回

配食サービス 利用登録者数　202名　　　 延べ6,825名利用
ふれあいサロン事業　 自主活動サロン（42か所）　延べ7,212名参加
ふれあい訪問サービス 延べ　560名利用
家族介護用品支給事業 支給者実人数　７名　延べ支給人数　49名
子どもヘルパー派遣事業 交流事業・お手紙作成事業ほか　子どもヘルパー29名　延べ424名参加
生活支援体制整備事業 買い物支援等意見交換会ほか　６回
地域活動支援センター事業 農作業・外注作業など実施　実利用者　15名
日中一時支援事業 延べ1,088名利用
子育て援助活動支援事業 利用延人数　　28名　利用延時間　71.5時間
在宅福祉サービス事業 利用人数　　197名　利用延時間　865時間
育児用品助成事業 延べ利用者　　67名
入学準備金支給事業 小・中学校入学祝い金支給　7名
訪問理美容サービス事業 延べ利用者　　18名
介護用品支給事業 延べ利用者　266名
ボランティア活動事業　福祉体験学習 小学生等対象　福祉体験など４回開催　延べ59名参加
心配ごと相談事業 相談件数　　　57件
居宅介護支援事業 実人数　　　269名　延べ 2,417件
訪問介護事業 実人数　　　　31名　延べ　362名
通所介護事業 実人数　　　　66名　延べ　526名
障害者総合支援事業　相談支援事業
　　　　　　　　　　居宅介護事業

計画実人数　146名　延べ　377名
訪問実人数　　５名　延べ　　67名

シルバー人材センター 受注件数　　1,151件　延べ就業人数5,419人
デマンド交通事業 利用者計　10,141人　1日当たり41.7人
金婚者への記念品贈呈 金婚該当者　　10組
小口貸付事業 ２件
身体障害者補助犬飼育管理費補助事業 １名
フードパントリー事業 利用世帯　　23世帯
福祉バス運行事業 高ク連利用　　２回　他団体利用　３回
自主防災組織活動補助事業 助成団体　　９組織
歳末たすけあい見舞金支給事業 独居老人　172世帯　　要介護（4・5）世帯　2世帯　　障がい者世帯　7世帯

母子父子世帯　13世帯　　準要保護世帯　１世帯



社会福祉協議会重点目標　魅力あふれる地域づくり

　

桂
地
区
阿
波
山
の
安
藤
栄
一

さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。
安
藤
さ

ん
は
、「
御
前
山
と
那
珂
川
を

活
性
化
す
る
会
」
の
リ
ー
ダ
ー

を
し
て
い
ま
す
。

　

安
藤
さ
ん
は
、
常
日
頃
か

ら
、
城
里
町
は
観
光
の
面
で
遅

れ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
、
そ

れ
に
賛
同
し
た
有
志
30
人
と
共

に
、
令
和
５
年
４
月
22
日
に
こ

の
「
御
前
山
と
那
珂
川
を
活
性

す
る
会
」を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　

城
里
町
に
は
、
一
級
河
川
の

那
珂
川
が
流
れ
て
お
り
、
ま
た

高
取
山
、
金
二
星
山
、
住
谷
山
、

た
て
山
、
堂
平
山
、
赤
沢
富
士
、

白
山
、
金
幣
山
、
御
前
山
が
連

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
連
山
を
「
常
陸
の
国
ロ

マ
ン
チ
ッ
ク
ア
ル
プ
ス
」
と
命

名
し
、
会
の
メ
ン
バ
ー
が
協
力

し
な
が
ら
、
白
山
・
赤
沢
富
士

縦
走
コ
ー
ス
（
全
行
程
6.3
㎞
）

を
整
備
し
ま
し
た
。
整
備
し
て

い
く
過
程
で
「
夫
婦
山
桜
」「
桐

の
巨
木
」
の
発
見
を
し
、
２
件

と
も
、
町
の
文
化
財
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

来
年
度
に
は
、「
道
の
駅
か

つ
ら
」
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

る
予
定
で
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ

て
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整

備
を
し
て
い
く
た
め
に
、
会
員

の
協
力
を
い
た
だ
き
、
数
回
下

見
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
し
、
登
山

道
の
整
備
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
那
珂
川
の
一
斉
ク

リ
ー
ン
作
戦
に
も
会
員
が
積
極

的
に
参
加
し
て
那
珂
川
周
辺
の

ご
み
拾
い
も
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
城
里
町
の
小
川
や
田

ん
ぼ
に
は
、
源
氏
ホ
タ
ル
や
平

家
ホ
タ
ル
が
数
多
く
生
息
し
て

い
ま
す
。
ホ
タ
ル
を
町
の
虫
に

指
定
し
て
も
ら
う
請
願
書
を
提

出
し
、
令
和
５
年
11
月
１
日
、

町
の
虫
に
決
定
し
ま
し
た
。
本

年
度
、
５
月
20
日
～
６
月
10
日

ま
で
ホ
タ
ル
を
見
る
集
い
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

開
催
中
は
、
多
く
の
皆
様

に
「
良
か
っ
た
、
こ
ん
な
に
ホ

タ
ル
が
い
る
の
が
分
か
っ
た
の

で
、ま
た
来
年
も
見
に
来
た
い
」

と
い
う
、
言
葉
が
多
数
寄
せ
ら

れ
た
そ
う
で
す
。
お
陰
様
で
、

大
盛
況
に
終
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

ハ
イ
キ
ン
グ
案
内
板
の
設
置

場
所
決
定
、
展
望
状
況
確
認
及

び
周
り
の
樹
木
の
伐
採
、
別
登

山
道
調
査
及
び
整
備
、
ト
イ
レ

の
設
置
等
、
ま
だ
ま
だ
や
る
こ

と
は
沢
山
あ
り
ま
す
。
出
来
る

こ
と
、
出
来
な
い
こ
と
を
明
確

に
し
て
、
御
前
山
、
那
珂
川
の

魅
力
度
ア
ッ
プ
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
タ
ル
が
多
数
の
場

所
で
生
息
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
水
が
き
れ
い
だ
と
い
う

こ
と
、
そ
れ
は
城
里
町
で
生
産

さ
れ
る
農
作
物
に
も
良
い
影
響

に
繋
が
る
、
こ
の
点
を
PR
し
て

城
里
町
の
活
性
化
に
努
め
た
い

と
も
言
っ
て
お
り
ま
し
た
。

安藤　栄一さん

　

５
月
18
日
㈯
、
19
日
㈰
、
大

子
町
に
お
い
て
常
陸
の
国
Ｙ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。今
年
で
21
回
を
数
え
、

参
加
チ
ー
ム
は
茨
城
県
内
、
関

東
各
県
、
福
島
県
、
山
形
県
な

ど
か
ら
50
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

つ
く
し
の
仲
間
た
ち
も
「
つ

く
し
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
城
里
」

と
し
て
駅
前
通
り
第
１
会
場
、

駅
前
通
り
第
２
会
場
、
メ
イ
ン

会
場
で
演
舞
し
、
そ
の
後
袋
田

会
場
に
移
動
し
て
演
舞
し
ま
し

た
。「
通
り
」
の
会
場
と
い
う

こ
と
は
、
道
路
を
歩
き
な
が
ら

踊
り
ま
す
。「
し
ゃ
け
サ
ン
バ
」

と
い
う
楽
し
く
盛
り
上
が
る
曲

を
使
い
、
魚
を
か
た
ど
っ
た
物

を
被
り
、
手
に
は
ポ
ン
ポ
ン
を

持
っ
た
り
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
で

作
っ
た
魚
を
持
っ
た
り
、
大
き

な
う
ち
わ
を
振
っ
た
り
。「
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
声

を
揃
え
て
観
客
の
皆
様
に
一

礼
、曲
に
合
わ
せ
て
踊
り
ま
す
。

　

踊
り
が
始
ま
る
と
仲
間
た
ち

は
あ
ふ
れ
る
ば
か
り
の
笑
顔
で

す
。
最
後
ま
で
踊
れ
る
か
心
配

し
ま
し
た
が
、
皆
元
気
に
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
皆
で
一
緒
に

踊
る
こ
と
、
他
チ
ー
ム
の
演
舞

を
見
る
こ
と
、
い
ろ
い
ろ
な
人

た
ち
と
出
会
え
る
こ
と
、
そ
の

い
ず
れ
も
仲
間
た
ち
に
と
っ
て

か
け
が
え
の
な
い
経
験
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
な
ん
と
常
陸
国
Ｙ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭
り
よ
り
、
袋

田
会
場
を
盛
り
上
げ
た
チ
ー
ム

と
し
て
、
袋
田
会
場
特
別
賞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

進みながらの演舞

かざぐるま 第 78号令和６年７月 （4）

四
季

つ
く
し

つ
く
し
四
季

の

71

阿
波
山
　
安
藤
　
栄
一
さ
ん

き
ら
っ
と
生
き
る

き
ら
っ
と
生
き
る

自
然
環
境
の
活
性
化
に
尽
力
す
る



社会福祉協議会重点目標　　安心して暮らせる地域づくり

　

日
本
ハ
リ
ス
ト
ス
教
会
は
、

１
８
６
１
年
、
ロ
シ
ア
の
修
道

司
祭
ニ
コ
ラ
イ
カ
サ
ー
ト
キ
ン

が
函
館
の
ロ
シ
ア
領
事
館
付
属

聖
堂
の
司
祭
と
し
て
来
日
し
、

伝
道
を
進
め
、
東
京
の
ニ
コ
ラ

イ
堂
を
は
じ
め
と
し
て
日
本
各

地
に
聖
堂
を
建
て
ま
し
た
。

　

圷
教
会
は
明
治
17
年
、
聖
名

「
パ
ウ
エ
ル
」
と
し
て
東
茨
城

郡
で
最
初
の
キ
リ
ス
ト
教
信
者

と
な
っ
た
猪
野
亀
太
郎
が
、
大

部
分
を
出
資
し
て
明
治
22
年
に

建
設
さ
れ
ま
し
た
。
圷
教
会
に

は
多
く
の
※

イ
コ
ン
の
絵
画
が

備
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
中
で

も
聖
母
子
を
描
い
た
「
至
聖
生

神
女
」
は
、
笠
間
市
出
身
の
イ

コ
ン
画
家
山
下
り
ん
作
の
可
能

性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
イ
コ
ン
（
正
教
会
で
祈
り
の
た
め
に

描
か
れ
た
宗
教
絵
画
）

圷
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
蔵
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し
ろ
さ
と
�

圷
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会（
城
里
町
上
圷
）

「ボランティア活動保険」
　保険の対象者は、社会福祉協議会に登録されているボランティア（個人）、ボランティアグルー
プ、団体です。
　社会福祉協議会で加入しますので、ボランティアの方々の保険料負担はありません。

保険金をお支払いする主な場合

　下青山の唐貝橋の近くから移転して 3 年、青山花
しょうぶ園では、新天地にも慣れたのか 70 種類、
１万３千株の花しょうぶが３千㎡の大地に大きく根を
張り、紫、薄紫、黄、白、ピンクなどの見事な大輪の
花の競演が楽しめました。
　開園は６月１日（土）から 20 日（木）までですが、
８日（土）、９日（日）には苗株や地元で採れた野菜
の販売が行われ、多くの客で賑わっていました。両日
とも天気が良く、花の近くまで寄って何枚も写真を
撮ったり、数か所に置かれたベンチに腰掛けてゆっく
りと観賞したり、友達と記念のポーズを撮るなどして、
皆さん楽しんでいました。
　「毎年楽しみにしています」「新聞を見て来ました」
など、県内はもとより県外からも足を運んでくださる
方もおられました。
　毎年の花がら摘み、肥料の散布、取っても取っても
生えてくる雑草との格闘など、花が咲くまでの苦労は
絶えません。花しょうぶ保存会会長の山崎秀雄さんは、
「皆さんに喜んでいただけたら、それが一番嬉しいん
です」と、満面の笑みをたたえて語っていました。

花の競演を楽しむ花の競演を楽しむ

ボランティア活動保険
安心してボランティア活動をしていただけます

（1）ケガの補償

ボランティア活動
中、転んでケガをし
て通院した。

ボランティア活動に
向かう途中、交通事
故にあって亡くなら
れた。

活動中、熱中症にな
り通院した。

災害ボランティア活
動中、飛び出してい
たクギを踏みケガを
して通院した。

活動中、食べた弁当
でボランティア自身
が食中毒になって入
院した。

（2）賠償責任の補償

家事援助ボランティア活動で清掃
中、誤って花びんを落としてこわ
した。

活動中、誤って車いすを転倒させ
お年寄りにケガを負わせた。

自転車でボランティア活動に向か
う途中、誤って他人にケガを負わ
せた。

青山花しょうぶ園青山花しょうぶ園
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直接的な契約関係となります

フリーランス新法が適用されます
消費税負担が発注者に移ります

会　員

シルバー人材センター

発注者

センターを通じて業務委託業務の委託フ
リーランス新
法の遵守
委託料の支払
い　など

利用契約書の
締結

業務の仲介・就業
条件の明示・委託
料の代理請求など

会員業務就
業規約など

業務の実施就
業条件の遵守
委託料の受取
りなど

家庭、企業、官公庁など

城里町シルバー人材センターからのお知らせ城里町シルバー人材センターからのお知らせ

　昨年 10 月の最低賃金の改正により、値上げを予定しておりましたが、令和６年３月
まで据え置いてまいりました。令和６年４月１日就業分より利用料が５％程度値上がり
いたしましたので、お客様にはご迷惑をおかけいたしますが、ご理解いただきますよう
お願いいたします。

（1）利用料の値上げをしました

（2）フリーランス新法施行に伴い、新しい契約方法に移行いたします
　令和６年 11 月よりフリーランス新法が施行されます。シルバー人材センターの会員
はこのフリーランスに該当するため、厚生労働省よりシルバー人材センターの契約方法
を見直すよう指針が示されております。新しい契約方法への移行を順次進めることにな
りますので、お客様のご理解ご協力をお願い申し上げます。
※新しい契約方法では、今までシルバー人材センターとお客様の契約だったものが、お
客様と会員との契約になります。シルバー人材センターは、業務の仲介、委託料の代理
請求等を行います。



社会福祉協議会重点目標　魅力あふれる地域づくり

　

雨
の
日
が
多
く
な
り
梅
雨
特

有
の
湿
度
感
。
こ
の
時
季
の
別

の
言
い
方
に
「
卯
の
花
腐
し
」

と
言
う
言
葉
が
有
り
ま
す
。
ウ

ツ
ギ
の
花
も
腐
る
ほ
ど
の
長
雨
。

「
金
沢
」（
お
金
）
+
（
多
い
）

（
お
金
）
右
手
の
親
指
と
人
差
し
指

で
輪
を
作
り
、
軽
く
振
る

※
「
多
い
」
は
通
常
両
手
で
表
す
が
こ

の
場
合
は
右
手
の
み
で
表
す
。

※
（
漢
字
の
）
沢
・
た
く
さ
ん
も
同
じ

で
す
。

「
箱
根
」（
箱
）
+
（
根
）

（
箱
）
両
手
の
５
指
を
曲
げ
、
か
み

合
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
箱
の
形
を

作
る
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手
話
を
学
ぶ
�

手
話
を
学
ぶ
�
い
ろ
い
ろ
な

　
　
　
観
光
地
の
表
し
方

口
は
悪
い
が
心
優
し
い
息
子

　

「
ホ
ロ
ル
の
湯
」
の
プ
ー
ル

に
あ
る
採
暖
室
で
休
ん
で
い
た

時
に
、
「
あ
ら
ー
、
〇
〇
ち
ゃ

ん
久
し
ぶ
り
だ
ね
ー
」
と
隣
に

座
っ
て
い
た
お
ば
さ
ん
に
話
か

け
る
友
人
ら
し
き
人
が
入
っ
て

来
ま
し
た
。
「
い
や
ー
、
息
子

が
ね
、
ホ
ロ
ル
の
会
員
券
を
買

っ
て
く
れ
て
ね
。そ
ん
で
ね
『
母

ち
ゃ
ん
、
も
う
畑
仕
事
は
し
な

く
て
い
い
か
ら
、
毎
日
ホ
ロ
ル

さ
行
っ
て
、
プ
ー
ル
で
歩
っ
て

風
呂
に
入
ん
の
が
、
こ
れ
か
ら

の
母
ち
ゃ
ん
の
仕
事
だ
か
ん

な
、
分
か
っ
た
な
』
と
言
っ
て

く
れ
た
ん
だ
よ
」
と
嬉
し
そ
う

な
声
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

口
は
悪
い
が
、
母
親
思
い
の

心
優
し
い
息
子
さ
ん
の
話
を
採

暖
室
で
聞
い
て
た
私
は
、
身
体

も
心
も
温
ま
り
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
い
い
話
②

街
で
出
会
っ
た

街
で
出
会
っ
た

（
多
い
）
右
手
の
指
を
順
に
折
り
な

が
ら
右
に
引
く

「
軽
井
沢
」（
軽
い
）+（
井
）+（
沢
）

（
軽
い
）
両
手
の
手
の
ひ
ら
を
上
向

き
に
し
、
軽
く
上
げ
る

（
井
）
両
手
の
人
差
し
指
と
中
指
を

「
井
」
の
形
に
重
ね
る

（
多
い
）
両
手
の
指
を
折
り
な
が
ら

右
に
動
か
し
て
い
く

「
倉
敷
」

　

右
手
の
４
本
の
指
を
右
ほ
お
に

あ
て
後
ろ
に
２
回
引
く

「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
」

（
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
）
両
手
の
人
差

し
指
を
立
て
頭
の
両
横
に
円
を
描
く

（
場
所
）
右
手
の
指
を
軽
く
曲
げ
体

の
前
で
少
し
下
げ
る

（
ネ
）
右
手
の
ひ
ら
を
手
前
に
し
て

指
先
を
下
す

　毎年、いちご狩りなどの研修会やスポーツ交流会など、

積極的に活動をしています。会のみなさんとの交流が楽し

みになり、外出する機会が増えています。

　城里町身体障害者福祉協会では、一緒に活動をする会員

を募集しています。

 問合せ先　城里町社会福祉協議会　029-288-7013 

出かける機会を積極的に　～城里町身体障害者福祉協会～



広報紙「かざぐるま」は、赤い羽根共同募金助成金で、年4回発行しています。

昨年度の会費納入の実績
　加入世帯	 4,272世帯　2,115,500円
　特別会員　	 　60名   　187,000円

納入いただきました会費の使い道
　本会本部運営経費　
　車両維持費	 346,436円
　通信費　	 439,392円
　コピー機等機器リース及び保守費	 868,200円
　事務消耗費	 34,884円
　保険料　　	 　613,588円

社協会費の実績と会費納入のお願い

皆様一人ひとりの思いやりが町の福祉を支えています。

現在、各自治長様に会費納入のお願いをしておりますの

で本年度も皆様のご協力をお願いいたします。
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目
次
・
編
集
後
記

　

シ
ト
シ
ト
と
音
を
た
て
て
降

る
雨
に
は
色
鮮
や
か
な
ア
ジ
サ

イ
が
良
く
似
合
う
、
な
ど
と
風

流
な
感
傷
に
浸
っ
て
い
た
の
も

束
の
間
、
ジ
リ
ジ
リ
と
焼
け
つ

く
よ
う
な
太
陽
の
洗
礼
を
受
け

て
い
る
。「
人
」
は
勿
論
、
犬

や
猫
、
草
木
さ
え
も
こ
の
暑
さ

に
グ
ッ
タ
リ
！
毎
年
繰
り
返
さ

れ
て
い
る
こ
の
時
期
、
覚
悟
は

し
て
い
る
が
や
は
り
「
ア
ツ

イ
」。
ま
ず
は
十
分
に
水
分
補

給
を
し
て
か
ら
動
き
出
そ
う
。

関
谷
　
勇ゆ

う

行こ
う 

さ
ん
　
92
歳

　
　
　
光
代 

さ
ん
　
85
歳
勝見沢

�

熊く
ま

谷が
い

　
菊
枝 

さ
ん
　
91
歳

石塚

　
「
ど
う
ぞ
、
お
入
り
く
だ
さ

い
」明
る
く
元
気
な
声
で
、隅
々

ま
で
掃
除
の
行
き
届
い
た
部
屋

に
招
い
て
く
れ
た
熊
谷
菊
枝
さ

ん
。
菊
枝
さ
ん
は
10
年
前
に
ご

主
人
を
亡
く
し
、
そ
れ
か
ら
家

事
全
般
を
一
人
で
こ
な
し
て
い

ま
す
。

　

料
理
好
き
な
菊
枝
さ
ん
は
、

ご
自
身
の
食
事
に
も
こ
だ
わ
り

が
あ
り
、
毎
朝
食
べ
る
味
噌
汁

に
は
必
ず
、
芋
類
・
豆
腐
・
季

　

6
月
の
初
旬
、
勝
見
沢
地
区

に
住
む
関
谷
勇
行
さ
ん
、
光
代

ぎ
た
の
で
、
現
在
は
缶
ビ
ー
ル

1
本
と
し
、
料
理
は
全
て
奥
様

の
手
作
り
で
す
。
特
に
天
婦
羅

が
美
味
し
い
の
で
す
が
、
血
圧

が
高
い
の
で
控
え
て
い
ま
す
。

　

長
年
一
緒
に
居
る
と
よ
く
喧

嘩
を
し
ま
す
。「
喧
嘩
両
成
敗
」

で
、
お
互
い
に
謝
る
こ
と
は
し

な
い
。
夫
婦
が
仲
良
く
居
ら
れ

る
の
は
「
お
互
い
に
言
い
た
い

こ
と
を
言
う
こ
と
、
そ
し
て

笑
っ
て
過
ご
せ
る
こ
と
が
一
番

で
す
」と
話
し
て
お
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
仲
良
く
、
元
気
に

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

節
の
野
菜
を
入
れ
て
作
り
ま

す
。得
意
料
理
は
お
煮
し
め
で
、

お
裾
分
け
を
す
る
と
、
と
て
も

喜
ば
れ
る
そ
う
で
す
。
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
食
事
・
規
則
正
し

い
生
活
・
適
度
な
運
動
は
、
ご

長
寿
の
秘
訣
の
よ
う
で
す
。

　

数
独
を
解
い
た
り
、
小
川
糸

さ
ん
の
小
説
が
好
き
で
、
本
を

読
む
の
も
好
き
と
の
こ
と
で

す
。

　

ま
た
、
終
戦
記
念
日
の
戦
後

70
年
の
式
典
を
含
め
２
回
、
未

来
へ
語
り
継
ぐ
た
め
に
、
ご
自

身
の
幼
少
期
の
悲
惨
な
体
験
を

原
稿
に
ま
と
め
発
表
し
た
そ
う

で
す
。
そ
の
原
稿
を
見
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
ご
家
族
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
、
細
か
く

書
か
れ
て
お
り
、
身
近
に
戦
争

の
恐
ろ
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

さ
ん
ご
夫
妻
を
訪
ね
ま
し
た
。

ご
夫
妻
は
家
の
前
の
畑
で
、
玉

ネ
ギ
の
収
穫
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。お
二
人
は
結
婚
し
て
58
年
、

農
業
一
筋
で
栽
培
し
た
野
菜
は

農
協
、
給
食
セ
ン
タ
ー
に
納
入

し
て
来
ま
し
た
。
現
在
は
運
転

免
許
証
を
返
納
し
た
の
で
納
め

て
い
ま
せ
ん
、
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。　

　

米
は
食
べ
る
だ
け
耕
作
し
、

子
供
に
も
送
っ
て
い
ま
す
。
魚

が
大
好
き
で
、
鰹
の
刺
身
を
ニ

ン
ニ
ク
で
食
べ
る
の
が
最
高
で

す
。
お
酒
は
若
い
時
に
飲
み
過


